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統と進化 〔実施年度 昭和58年～60年 〕




















計画 1 8件( 3名)
2 3件 ( 6名)
8 1件( 1名 )刺
4 6件 ( 9名)
5 4件 ( 4名 )




10 4件 (15名 )
11 4件 (10名 )
12 4件( 6名 )
13 6件 ( 8名)




8件 ( 3名 )
2件 ( 6名 )
o件 (0名 )
5件(8名)












自 由 31件 (63名 ) 21件 (40名 )
(･x･l印は､自由研究として採択､･x･2印は､
う.ち2件を自由研究として採択 )

















A.計 画 研 究
課 題 1
二ホンザルの群れの遊動時における群れ内の
個体聞関係
陸 斉(束農工大･良)
ニホンザルの群れ円の個体どうLは､遊動中将
にお互いの動静に注意を向けあい､こまめに反応
しあう｡日常的にみられる彼らのこのような行動
傾向によって築かれ支えられている群れ円の個体
間関係の総体が､他個体に追随すろというBi純で
明瞭な行動によって生じる個体間交渉を通じて､
集団の移動を支えている｡端的に言えば以上のよ
うなことが前年度までの研究によって明らかにな
ったわけでb.るが､今年度はこの t追随によって
生じる個体間交渉〃を､群れの移動時に限らず遊
動申一般の以下のような交渉場面において得られ
た観察結果と重ねて比較検討し､考察を進めるこ
ととした｡
(1)性的交渉の場面:交尾期の配偶関係にあるお
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